
主
上
、
維
時
を

ふ
べ
き
由
仰
せ

の
草
の
字
を
知

「
か
く
の
ご
と
き

か
嘲
ひ
ら
れ
た

１

源
顕
兼
の
撰
に
な

年
﹇
一
二
一
五
年
﹈

維
時
の
中
納
言

し
め
む
が
た
め

て
書
き
た
る
に

く
、「
も
し
実
字

花
の

召
し
て
花
の
目
録
を
書
か
し
め
、
御
覧

ら
る
。
維
時
、
忽
ち
に
書
き
て
進
ら
せ

ら
ず
、
競
ひ
争
ひ
来
り
て
こ
れ
を
問
ふ

が
ゆ
ゑ
に
、
先
日
は
か
な
字
を
用
ゐ

る
や
」
と
云
々
。（
原
漢
文
）

る
『
古
事
談
』（
建
暦
二
年
﹇
一
二
一

成
立
）
の
第
四
二
八
話
に
、

、
始
め
て
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
し
時
、
主

に
、
花
の
名
を
書
か
れ
た
り
。
納
言
、

、
時
人
こ
れ
を
嘲
ひ
た
り
。
維
時
、
こ

を
出
さ
ば
誰
人
か
こ
れ
を
読
ま
ん
や

名
を
漢
字
で
書
く
こ
と

じ
て
、
漢
字
を
用

た
り
。
時
人
、
一

。
維
時
云
は
く
、

た
る
に
、
い
か
で

子
』
に
、
次

な
も
の
で
は

見
る
に

い
ち
ご

の
生
。

二
年
﹈

健
保
三

上
、
前
栽
を
掘
ら

多
く
仮
名
を
も
つ

れ
を
聞
き
て
云
は

」
と
云
々
。
後
日
、

字
に
書
き
直

で
書
き
、
漢

に
考
え
て
み

一
般
に
は

語
で
あ
る
。

ば
れ
て
い
る

称
）
に
書
き

と
い
う
話
が

三

の
よ
う
に
あ
る
こ
と
を
参
考
に
す
れ
ば

な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
と
な
る
こ
と
な
き
も
の
の
文
字
に
書

。
つ
ゆ
く
さ
。
水
ふ
ぶ
き
。
く
も
。
く

皇
太
后
宮
権
太
夫
。
山
も
も
。
い
た
ど

し
て
人
の
浅
慮
を
諭
し
た
と
い
う
話
で

字
で
書
く
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な

た
い
。

仮
名
で
書
か
れ
る
の
は
和
語
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
維
時
は
始
め
は
花
の
和

事
物
の
名
称
）
を
書
き
、
後
に
そ
の

改
め
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

吉

野

あ
る
。
維
時
と
い
う
人
が
花
の
名
を
仮

一
九

、
そ
う
し
た
理
解
は
正
確

き
て
こ
と
ご
と
し
き
も
の
。

る
み
。
文
章
博
士
。
得
業

り
は
、
ま
い
て
虎
の
杖
と

あ
る
が
、
花
の
名
を
仮
名

こ
と
な
の
か
。
少
し
丁
寧

漢
字
で
書
か
れ
る
の
は
漢

名
（
わ
が
国
で
昔
か
ら
呼

花
の
漢
名
（
中
国
で
の
名

れ
る
が
、
例
え
ば
『
枕
草

政

治

名
で
書
い
て
笑
わ
れ
、
漢



鴨
頭
草

楊
氏

爾
雅
注
云

故
以
名
之

蜘
蛛

本
草
云

（
以
下
略
）

こ
と
で
あ
る
と
理
解

「
覆
盆
子
」
で
あ
り
、

ブ
キ
は
お
そ
ら
く
「

モ
モ
は
「
楊
梅
」
で

覆
盆
子

爾
雅

知
古
（
以
下
略

花
の
名
を

書
き
た
る
と
か

イ
タ
ド
リ
を
「
文

の
漢
名
は
「
虎
杖
」

だ
厳
密
に
区
別
さ
れ

章
を
表
現
に
即
し
て

「
文
字
」
に
書
く
と
い漢

語
鈔
云
鴨
頭
草
﹇
都
岐
久
佐
﹈（
以

（
同
右
巻

茨
﹇
音
倹
和
名
三
豆
布
々
木
﹈
一
名

同
右
巻

蜘
蛛
﹇
知
誅
二
音
﹈
一
名

﹇
拙
牟

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
チ
ゴ
を

ツ
ユ
ク
サ
（
古
く
は
ツ
キ
ク
サ
）
は

頭
草
」、
ク
モ
は
「
蜘
蛛
」、
ク
ル

あ
ろ
う
。

注
云

（
音
注
略
）
覆
盆
也
本
草
云

）﹈

（
倭
名
類
聚
抄
巻
十

漢
字
で
書
く
こ
と

。
杖
な
く
と
も
あ
り
ぬ
べ
き
か
ほ
つ
き

字
」
に
書
け
ば
「
虎
杖
」
と
な
る
の
で

で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
な
い
。
文

て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
時
代
で
は

理
解
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
な
る
。

う
の
は
、
そ
の
漢
名
の
漢
字
表
記
の

下
略
）

十
四
、
十
一
丁
表
）

頭
草
其
実
似
鳥
頭

十
七
、
二
十
丁
表
）

二
音
和
名
久
毛
﹈

か
つ
て
は
あ

て
い
る
の
に

漢
字
と
和

字
の
結
合
は

の
よ
う
な
和

し
て
い
る
結

和
名
を
文

「
文
字
」
に
書
け
ば

「
鴨
頭
草
」、
水
フ

ミ
は
「
胡
桃
」、
山

覆
盆
子
﹇
和
名
以

七
、
十
四
丁
裏注

）

虎
杖

現
在
の
我

「
紫
陽
花
」
と

を
想
起
し
た

リ
や
ア
ジ
サ

識
さ
れ
て
い

を
。（
一
五
四
段
）

あ
り
、
イ
タ
ド
リ

字
と
名
と
が
い
ま

あ
る
が
、
右
の
文

つ
ま
り
、
和
名
を

形
を
示
す
と
い
う

楊
梅

胡
桃

下
略
）

り
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
部

過
ぎ
ま
い
。

語
の
結
び
つ
き
が
固
定
化
す
る
と
字
訓

他
の
語
の
表
記
に
も
自
由
に
用
い
ら
れ

名
の
漢
字
表
記
は
、
一
般
性
を
持
た
ず

合
で
あ
る
。

字
に
書
く
と
い
う
こ
と
が
、
漢
名
の
漢

本
草

云
虎
杖
一
名
武
杖
﹇
和
名
伊
太（

々
も
ま
た
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
「
向
日
葵

書
く
が
、
そ
れ
は
和
名
を
漢
名
に
変

上
で
、
そ
の
文
字
列
が
選
ば
れ
て
い
る

イ
は
漢
字
で
は
「
向
日
葵
」「
紫
陽
花

る
。
現
代
で
は
こ
れ
ら
は
熟
字
訓
と
し 三

（
同

爾
雅
注
云
楊
梅
﹇
和
名
夜
末
毛
毛
﹈（

七
巻
食
経
云
胡
桃
味
甘
温
食
之
有
油
甚

（
同

が
偶
た
ま
化
石
的
に
残
っ

が
成
立
し
、
そ
の
音
と
文

う
る
も
の
と
な
る
が
、
右

、
そ
の
名
に
限
っ
て
成
立

字
表
記
に
他
な
ら
な
い
と

止
里
﹈

同
右
巻
二
十
、
十
一
丁
裏
）

」
と
書
き
、
ア
ジ
サ
イ
を

換
し
、
そ
の
漢
名
の
表
記

わ
け
で
は
な
い
。
ヒ
マ
ワ

」
と
書
く
も
の
と
し
て
意

て
特
別
な
存
在
で
あ
る
が
、

二
〇

右
巻
十
九
、
二
十
五
丁
表
）

以
下
略
）

（
同
右
巻
十
七
、
九
丁
裏
）

美
﹇
和
名
久
流
美
﹈（
以

右
巻
十
六
、
二
十
三
丁
裏
）



花
の
名
を

り
。
来
り
て
文

「
時
棟
は
課
試
に

こ
と
、
極
め
た

す
な
わ
ち
「
字
」

り
、「
実
字
」
は
こ
の

い
う
漢
語
と
対
等
の

ち
な
み
に
前
引
の

『
古
事
談
』
で
は
「
実

意
味
す
る
と
こ
ろ
は

は
、『
古
事
談
』
に
も

載
せ
る
。

時
棟
、
宇
治
殿

と
い
う
こ
と
で
あ
る

識
に
つ
な
が
っ
て
い

蘭

兼
名
苑
云

葉
集
別
用
藤
袴

と
あ
る
「
藤
袴
」
の

と
し
て
も
、
そ
れ
は

い
う
こ
と
は
、
言
葉

漢
字
で
書
く
こ
と

字
を
問
ふ
に
時
棟
答
へ
ず
。
傍
な
る
範

及
第
す
る
こ
と
二
箇
度
な
り
。
今
始

る
白
者
な
り
」
と
云
々
。

は
「
文
字
」
の
略
で
あ
り
、「
文
字
」

場
合
「
仮
名
字
」
に
対
し
て
い
う
語

価
値
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思

『
枕
草
子
』
で
は
「
文
字
」
と
い
う

字
」「
漢
字
」「
字
」
と
い
う
語
が
使

同
じ
で
あ
ろ
う
。
維
時
の
話
の
少
し
前

同
様
の
意
味
の
「
文
字
」
を
用
い
た

の
蔵
人
所
に
列
し
け
る
日
、
雅
康
、
右

。
こ
れ
は
漢
名
は
価
値
が
高
く
、
和
名

く
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
例

蘭
一
名

闌
恵
二
音
和
名
本
草
云
布

二
字
﹈

（
倭
名
類
聚
抄

よ
う
に
、
和
名
が
仮
名
で
は
な
く
正
訓

や
は
り
和
名
を
表
記
し
た
も
の
で
し

は
和
名
で
あ
る
が
、
文
字
に
お
い
て
は

国
朝
臣
云
は
く
、

め
に
文
字
を
問
ふ

は
「
漢
字
」
で
あ

で
あ
ろ
う
。「
仮

既
に
知
っ
て

に
、
ふ
た
つ

ひ
と
つ
は

あ
る
。『
倭
名

栴
檀
﹇

わ
れ
る
。

語
が
用
い
ら
れ
、

わ
れ
て
い
る
が
、

（
四
二
五
話
）
に

次
の
よ
う
な
話
を

衛
門
の
権
の
佐
た

た
ば
み
」「
ひ

「
白
鮮
」「
菴

子
」「
三
稜
草

と
こ
ろ
で

す
べ
て
が
仮

花
の
名
も
あ

し
て
い
た
も

は
劣
る
と
い
う
意

え
ば

知
波
賀
萬
新
撰
萬

巻
二
十
・
一
丁
裏
）

字
で
表
記
さ
れ
た

か
な
く
、「
蘭
」
と

維
時
は
花

な
ど
と
書
き

な
ど
と
本
来

『
倭
名
類
聚
抄

「
は
は
こ
」「

漢
名
の
形
を
装
う

名
」
は
文
字

三

い
る
花
の
名
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

、
そ
れ
が
名
前
と
と
も
に
日
本
に
将
来

類
聚
抄
』
に
は
、
花
の
名
で
は
な
い

仙
壇
二
音
俗
云
善
短
﹈（
巻
二
十
・
二

る
む
し
ろ
」「
み
く
り
」
と
い
っ
た
名

蘆
子
」「
白
頭
公
」「
車
前
子
」「
射
干

」
と
書
き
改
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

、
維
時
は
始
め
花
の
名
を
「
多
く
」
仮

名
で
書
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
最

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
漢
名
が

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
文
字
（
漢
字

２
の
名
を
最
初
に
仮
名
で
「
い
ち
ご
」「

、
人
々
の
嘲
笑
を
受
け
、
後
に
「
覆
盆

は
漢
語
を
表
記
す
る
文
字
列
に
書
き
改

』
か
ら
も
う
少
し
例
を
挙
げ
れ
ば
、

お
き
な
ぐ
さ
」「
お
お
ば
こ
」「
か
ら
す

通
り
仮
り
の
字
で
あ
っ
た
。

二
一

の
よ
う
な
花
の
名
の
存
在

さ
れ
た
花
で
あ
る
場
合
で

が
、

十
二
丁
表
）

で
あ
れ
ば
、「
蒲
公
草
」

」「
苦
参
」「
酢
漿
」「
蛇
床

名
で
書
い
た
の
で
あ
り
、

初
か
ら
漢
字
で
書
か
れ
た

そ
の
花
の
名
と
し
て
通
用

）
の
ま
ま
に
音
読
す
れ
ば

つ
ゆ
く
さ
」「
い
た
ど
り
」

子
」「
鴨
頭
草
」「
虎
杖
」

め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

「
ふ
じ
な
」「
ひ
つ
じ
く
さ
」

お
う
ぎ
」「
く
ら
ら
」「
か



も
う
ひ
と
つ
は
、

の
（
す
な
わ
ち
漢
名

あ
る
。
同
じ
く
『
倭

紫
苑
﹇
和
名
能

萱
草
﹇
漢
語
抄

本
草
云
石
楠
草

十
・
二
十
九
丁

ら
れ
る
も
の
で
あ
る

芭
蕉
﹇
和
名
発

石
榴
﹇
和
名
佐

木
蘭
﹇
和
名
毛

の
よ
う
に
、「
和
名
」

場
合
が
あ
る
。
こ
れ

れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た

花
の
名
を

蘇
芳
﹇
俗
云
須

椶
櫚
﹇
俗
云
種

欒
﹇
木
欒
子
無

檳
榔
﹇
此
間
音

の
よ
う
に
、
和
名
の

る
。
こ
れ
な
ど
は
外

和
名
の
漢
字
表
記
が
一
般
化
し
、
そ
れ

そ
の
も
の
と
な
る
）
も
通
用
す
る
よ
う

名
類
聚
抄
』
か
ら
例
を
拾
え
ば
、
た
と

之
俗
云
之
乎
迩
﹈（
巻
二
十
・
一
丁
裏

云
和
須
禮
久
佐
俗
云
如
環
藻
二
音
﹈（

﹇
楠
音
南
和
名
止
比
良
乃
木
俗
云
佐

裏
）

。
ま
た
、

勢
乎
波
﹈（
巻
二
十
・
二
丁
裏
）

久
呂
﹈（
巻
十
七
・
七
丁
裏
）

久
良
迩
﹈（
巻
二
十
・
二
十
九
丁
裏
）

と
さ
れ
て
い
る
名
称
の
な
か
に
も
字

ら
は
そ
の
名
が
広
く
用
い
ら
れ
、
漢
名

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
字
で
書
く
こ
と

房
﹈（
巻
二
十
・
二
十
二
丁
裏
）

魯
﹈（
巻
二
十
・
二
十
五
丁
裏
）

久
禮
迩
之
木
﹈（
巻
二
十
・
二
十
六
丁

旻
朗
﹈（
巻
二
十
・
三
十
丁
裏
）

記
載
が
な
く
、
字
音
名
だ
け
が
示
さ
れ

来
種
が
そ
の
名
の
と
と
も
に
受
け
入
れ

が
音
読
さ
れ
た
も

に
な
っ
た
場
合
で

え
ば
、

）巻
二
十
・
二
丁
裏
）

久
奈
無
佐
﹈（
巻
二

て
い
く
跡
を

延
喜
五
年

た
『
古
今
和

さ
う
び

き
ち
こ

し
を
に

り
う
た

音
語
が
存
在
す
る

で
あ
る
こ
と
が
忘

語
・
常
用
語

史
を
有
す
る

は
古
く
か
ら

と
し
て
用
い

「
石
楠
草
」
と

た
の
で
あ
る

新
し
く
流

表
）

て
い
る
も
の
が
あ

ら
れ
た
例
と
考
え

と
あ
る
が
、

れ
、「
萱
草
」

さ
れ
、「
石
楠

サ
が
示
さ
れ

つ
い
て
」「
国

ば
、「
俗
云
」う

か
が
う
こ
と
の
で
き
る
例
が
あ
る
。

〔
九
〇
五
年
〕
ま
た
は
延
喜
十
五
年

歌
集
』
の
巻
十
の
「
物
名
」
に
は

（
薔
薇
）

う
（
桔
梗
）

（
紫
苑
）

む
（
龍
膽
）

」
で
あ
り
、「
和
名
」
と
し
て
示
さ
れ

和
語
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
説
に

伝
わ
る
固
有
の
和
名
と
と
も
に
新
し
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

書
か
れ
た
も
の
を
字
音
の
ま
ま
に
読

。行
っ
て
き
た
字
音
名
が
次
第
に
昔
か
ら 三

「
紫
苑
」
に
は
「
和
名
」
の
ノ
シ
と
「

に
は
「
和
名
」
の
ワ
ス
レ
グ
サ
と
「

草
」
に
は
「
和
名
」
の
ト
ビ
ラ
ノ
キ

る
。
永
山
勇
氏
（「
倭
名
類
聚
抄
に
於

語
・
国
文
」
第
十
三
巻
第
五
号
、
一

（
ま
た
「
此
間
云
」）
と
し
て
示
さ
れ〔

九
一
五
年
〕
頃
に
成
立
し

た
語
は
「
比
較
的
古
い
歴

よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
花
に

字
音
名
も
当
世
風
の
名
称

な
語
は
「
紫
苑
」「
萱
草
」

ん
で
、
何
の
花
か
分
か
っ

の
和
名
よ
り
優
勢
に
な
っ

二
二

俗
云
」
の
シ
ヲ
ニ
が
示
さ

俗
云
」
の
カ
ン
ゾ
ウ
が
示

と
「
俗
云
」
の
サ
ク
ナ
ム

け
る
「
和
名
」
の
種
別
に

九
四
三
年
五
月
）
に
よ
れ

た
語
は
「
現
代
語
・
当
世



花
の
名
を

用
い
ら
れ
る
よ
う
に

立
と
さ
れ
る
『
枕
草

草
は
、
さ
う
ぶ

る
か
ざ
し
と
な

か
し
。
お
も
だ

紫
苑
﹇
和
名
能

と
漢
名
が
併
せ
示
さ

の
名
前
は
い
ま
だ
一

し
た
が
っ
て
、
和
歌

で
あ
り
、
そ
れ
を
読

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た

し
か
し
、
さ
ら
に

な
ど
の
漢
名
の
花
の

三
一
ー
九
三
八
年
﹈

営
実
﹇
和
名
無

桔
梗
﹇
和
名
阿

龍
膽
﹇
和
名
衣

牽
牛
子
﹇
和
名

と
和
名
の
み
が
示
さ

け
に
ご
し
（
牽

漢
字
で
書
く
こ
と

な
っ
た
よ
う
で
、
長
保
二
年
﹇
一
〇
〇

子
』
に
は
、「
草
は
」
の
段
（
六
六
段

。
こ
も
。
あ
ふ
ひ
、
い
と
を
か
し
。
神

り
け
ん
、
い
み
じ
う
め
で
た
し
。
も
の

か
は
、
名
の
を
か
し
き
な
り
。
心
あ
が

之
俗
云
之
乎
迩
﹈（
巻
二
十
・
一
丁
裏

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

般
に
は
通
用
し
て
は
い
な
か
っ
た
も
の

の
中
に
歌
い
こ
む
こ
と
は
相
当
の
斬
新

み
取
る
こ
と
も
ま
た
、
あ
る
程
度
の
知

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

時
代
を
降
る
と
、
右
の
よ
う
な
字
音
語

名
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
花

に
成
立
し
た
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
は

波
良
乃
美
﹈
薔
薇
子
也
（
巻
二
十
・
三

里
乃
比
布
木
﹈（
巻
二
十
・
二
丁
表
）

夜
美
久
佐
一
云
迩
加
奈
﹈（
巻
二
十
・

阿
佐
加
保
﹈（
巻
二
十
・
二
丁
表
）

れ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
「
紫
苑
」
だ
け

牛
子
）

〇
年
﹈
以
後
の
成

）
に
、

代
よ
り
し
て
、
さ

の
さ
ま
も
い
と
を

り
し
た
ら
ん
と
思

と
和
名
の
み

菊
四
聲

俗
云
本

と
字
音
名
キ

名
が
示
さ
れ

）字
音
語
（
漢
名
）

と
推
測
さ
れ
る
。

さ
を
狙
っ
た
も
の

識
人
に
の
み
期
待

の
名
前
も
一
般
に

な
ど
も

出
で
た

と
あ
り
、「
き

が
和
名
に
混

て
は
先
に
見

昌
蒲

は
承
平
年
中
〔
九

丁
裏
）

二
丁
表
）

が

た
ば
み

略
）

と
あ
り
、「
さ

お
り
、「
草
の

草
の
花

た
し
。

ぼ
す
み

う
に
。

三

が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、「
き

字
苑
云
菊
﹇（
中
略
）
和
名
加
波
良
与

音
之
重
﹈

ク
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
「
俗
云
本

て
い
た
も
の
で
あ
る
。

の
み
な
霜
が
れ
た
る
に
、
い
と
は
な
や

る
、
い
と
を
か
し
。

（
以
下
略
）

き
や
う
（
桔
梗
）」「
き
く
（
菊
）」「

じ
っ
て
並
ん
で
い
る
。「
き
き
や
う
」

た
が
、「
さ
う
ぶ
」
も
ま
た
『
倭
名
類

養
性
要
集
云
昌
蒲
一
名
臭
蒲
﹇
和
名
阿

、
あ
や
の
も
ん
に
て
あ
る
も
、
こ
と

う
ぶ
（
菖
蒲
）」
の
名
が
他
の
和
名
の

花
は
」
の
段
（
六
七
段
）
に
は
、

は

な
で
し
こ
。
か
ら
の
は
さ
ら
な
り

を
み
な
へ
し
。
き
き
や
う
。
あ
さ
が
ほ

れ
。
り
ん
だ
う
は
え
だ
ざ
し
な
ど
も
む

み
く
り
。
ひ
る
む
し
ろ
。
こ
け
。
雪
ま

二
三

く
」
は
、

毛
木
一
云
可
波
良
於
波
岐

（
巻
二
十
・
一
丁
裏
）

音
之
重
」
も
あ
る
が
、
和

か
な
る
色
あ
ひ
に
て
さ
し

り
ん
だ
う
（
龍
膽
）」
な
ど

と
「
り
ん
だ
う
」
に
つ
い

聚
抄
』
で
は
、

夜
女
久
佐
﹈

（
巻
二
十
・
十
六
丁
表
）

よ
り
は
を
か
し
。

（
下

語
と
並
ん
で
用
い
ら
れ
て

、
や
ま
と
の
も
い
と
め
で

。
か
る
か
や
。
き
く
。
つ

つ
か
し
け
れ
ど
、
こ
と
は

の
わ
か
草
。
こ
だ
に
。
か



「
文
字
」
が
漢
名

ら
な
い
よ
う
で
あ

く
す
し
篤
成
、

り
侍
る
供
御
の

本
草
に
御
覧
じ

三
六
段
）

に
見
ら
れ
る
「
文

書
｜
解
釈
の
原
点

い
る
。

漢
字
が
与
え
て
い
る

見
え
る
。
本
稿
は
そ

注
古
典
文
庫
『
古
事

古
典
文
学
大
系
（

正
宗
敦
夫
校
訂
『

字
の
分
注
は
大
文

花
の
名
を

３

花
の
名
前
に
限
ら

ま
ざ
ま
で
あ
り
、
本

の
ま
ま
訓
読
し
て
成

生
し
た
も
の
も
存
在

表
記
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
説
明
す

る
が
、
時
お
り
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。『

故
法
王
の
御
前
に
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
供
御
の

色
々
を
、
文
字
も
功
能
も
尋
ね
下
さ
れ
て
、

合
は
せ
ら
れ
侍
れ
か
し
。
ひ
と
つ
も
申
し

字
」
が
こ
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
、
小
松
英

｜
』（
三
省
堂
一
九
八
三
年
六
月
、
一
七
四

影
響
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
無
視

の
一
端
を
考
え
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

談
』（
現
代
思
潮
社
）
に
よ
る
。

旧
）『
枕
草
子
』
に
よ
る
。

倭
名
類
聚
抄
』（
二
十
巻
本
・
風
間
書
房
刊

字
に
し
て
括
弧
に
入
れ
て
示
す
。

漢
字
で
書
く
こ
と

ず
、
一
般
に
物
の
名
が
成
立
し
て
い
く

稿
で
ふ
れ
た
よ
う
な
形
の
他
に
も
、
漢

立
し
た
も
の
や
、
漢
字
の
持
つ
意
味
か

し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

る
辞
書
等
は
見
当
た

徒
然
草
』
で
は
、

参
り
け
る
に
、「
今
参

そ
ら
に
申
し
侍
ら
ば
、

誤
り
侍
ら
じ
。（
第
一

雄
氏
の
『
徒
然
草
抜

頁
）
に
指
摘
さ
れ
て

で
き
な
い
よ
う
に

）
を
用
い
る
。
小
文

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
さ

名
の
文
字
列
を
そ

ら
着
想
を
得
て
誕

場
合
も
含
め
て
、

『
倭
名
類

有
下

香
名

と
あ
る
類

ソ
ク
ズ

（
脈
根
草

『
植
物
和

三

聚
抄
』
の
序
文
に

以
其
音
用
于
俗
者
上。
雖
非
倭
名
既
是

之
沈
香
浅
香
、
法
師
具
之
香
爐
錫
仗
、
畫
師

で
あ
る
。

（

）、
タ
カ
ラ
コ
（

吾
）、
サ
イ
カ
チ

）
な
ど
も
ま
た
漢
名
が
和
名
の
ご
と
く
な
っ

名
の
語
源
』
八
坂
書
房

一
九
九
九
年
九
月

二
四要

用
。
石
名
之

石
礬
石
、

具
之
臙
脂
胡
粉
等
是
也
。

（
皀
角
子
）・
ミ
ヤ
コ
グ
サ

た
も
の
と
さ
れ
る
（
深
津
正

、
一
九
〇
頁
）。


